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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、光増感剤周辺を高分子媒体により高度に制御した「高分子光増感剤」を開発し、増感剤近傍に形成され
る特異な空間を光増感反応場として利用することにより、選択的かつ効率的な物質変換を達成させる研究について記
述したものである。本論文は全四章より構成される。 
 
 第一章では、三重項増感剤であるベンゾフェノン（BP）をコアとし、疎水性の内部空間と親水性の外殻部を有する
「両親媒性デンドリマー光増感剤」を合成した。本増感剤は内部に形成された疎水性反応場での選択的な基質の取り
込み/生成物の排出による極めて効率的な光酸素化が可能であることを明らかにした。 
 第二章では、ポリ N-イソプロピルアクリルアミド（polyNIPAM）に三重項増感剤である BP を共重合させた高分
子光増感剤（poly(NIPAM-co-BP)）を開発した。ポリマーの相転移にともなう、基質の取り込みやすさや一重項酸素
の拡散および安定性の変化により、光酸素化反応の速度を可逆的に制御できることを見出した。 
 第三章では、第二章で合成した poly(NIPAM-co-BP)増感剤の光増感活性変化の詳細なメカニズムを検討した。ポ
リマー濃度およびポリマーを構成する NIPAM/BP 比は、ポリマーの凝集挙動に大きく影響し、光増感活性を著しく
変化させることを明らかにした。 
 第四章では、polyNIPAM に色素系増感剤であるローズベンガル（RB）をランダムに共重合させた高分子光増感剤
（poly(NIPAM-co-RB)）を開発した。本高分子は、一重項酸素による光酸素化反応の基質選択性を、温度により可逆
的に制御することが可能であることを見出した。この機能は、温度変化にともなうポリマー内部の疎水性変化が、基
質の選択的な取り込みを行うフィルターとして機能することにより発現することを明らかにした。 
 
 以上のように本論文では、光増感反応を選択的かつ効率的に進行させることのできる新規高分子光増感剤の設計指
針を示した。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、光増感剤周辺を高分子媒体により修飾した「高分子光増感剤」を開発し、増感剤近傍に形成される特異
な空間を光増感反応場として利用することにより、選択的かつ効率的な物質変換を達成させる研究を４章構成で記述
している。 
 第一章では、三重項増感剤であるベンゾフェノン（BP）をコアとし、疎水性の内部空間と親水性の外殻部を有する
「両親媒性デンドリマー光増感剤」を合成している。本増感剤は内部に形成された疎水性反応場での選択的な基質の
取り込み/生成物の排出による極めて効率的な光酸素化が可能であることを明らかにしている。 
 第二章では、ポリ N-イソプロピルアクリルアミド（polyNIPAM）に三重項増感剤である BP を共重合させた高分
子光増感剤（poly(NIPAM-co -BP)）を開発している。温度変化によるポリマーの相転移にともなう、基質の取り込み
やすさや一重項酸素の拡散および安定性の変化により、光酸素化反応の速度を可逆的に制御できることを見出してい
る。 
 第三章では、第二章で合成したpoly(NIPAM-co -BP)増感剤の光増感活性変化の詳細なメカニズムを検討している。
ポリマー濃度およびポリマーを構成する NIPAM/BP 比は、ポリマーの凝集挙動に大きく影響し、光増感活性を著し
く変化させることを明らかにしている。 
 第四章では、polyNIPAM に色素系増感剤であるローズベンガル（RB）をランダムに共重合させた高分子光増感剤
（poly(NIPAM-co -RB)）を開発している。本高分子は、一重項酸素による光酸素化反応の基質選択性を、温度により
可逆的に制御できることを見出している。この機能は、温度変化にともなうポリマー内部の疎水性変化が、基質の選
択的な取り込みを行うフィルターとして機能することにより発現することを明らかにしている。 
 以上のように本論文は、光増感反応を選択的かつ効率的に進行させることのできる新規高分子光増感剤の設計指針
を示すものであり、博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
